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A 喜びにあふれた年のとり方をワンダフルエ
イジングとよんで，老年心理学や教育工学，
精神医学，情報工学の研究者との共同で，

長寿の価値創造の研究をしています。よく生きること
をあきらめずに目標に向けて生きていると，逆境で思い
がけない力が発揮されたり，予想外の展開が広がるこ
とがあります。ワンダフルは，新しい世界との遭遇にワ
クワクドキドキする心の状態をあらわす言葉です。この
感動には意欲が影響します。意欲的になれる環境にい
ると，人は強みを発揮し自ら行動を起こす主体になるか
らです。やがて感動は周囲に広がって，人生を豊かに
する前向きな関わり合いの循環が生まれます。こうした
「関わり合いの中で逆境に意味を見出し，生きる喜び
を高めあう生き方」をワンダフルエイジングとしていま
す1。
　人が主体的に活動に関わり，自分のふるまいを調整
しながら人生目標を追求する過程は，学びの分野での
自己調整学習と重ねられます。学習を進めるうえで，
自ら学ぶ意欲を高め，目標達成への効力感を持つこと
は大切です。「拡張的知能観（growth mindset）」で
著名なドゥエックは，意欲や効力感が個人の持っている
特性ではなく，その人の考え方や姿勢によるものだと
述べています2。自分の可能性への見方を変えること
で，無力感に直面した人も自信を取り戻すことができる
とドゥエックはいいます。加齢のリスクが強調される現
代社会では，老いた人が無力感を抱きがちで，これから
年をとる若い世代にも老いへの不安が広がっています。
こうした現状に対して拡張的知能観が示すのは，高齢
者とすべての世代の人が老いの未来の可能性を信じら
れれば，生き方をより前向きに変えられるという考え方
です。
　この考え方を生きる喜びの拡張に役立てようと，シェ

アダイニングというプロジェクトで食の場の社会実験を
進めています3。シェアダイニングは，食品販売店や職
場などの対面の空間や，自宅の台所と公共施設を接続
するオンライン空間などにおいて，調理と食事を複数人
で共にする食の場です。プロジェクトの課題は，どのよ
うなプロセスが人をより自己調整的にするのか，そうし
たプロセスにすべての人が主体的に参加する環境はど
うすれば実現できるのかを明らかにすることです。プ
ロジェクトを通して私たちが得たのは，「自己利益の獲
得（GET）を目標にするのではなく，集団で共有する価
値への貢献（GIVE）に注意を向けると，どんな時にも
人生の主体的なつくり手になれる」という希望でした。
病や死など自己の限界に直面しても，共通の価値に向
けて人やモノ，サービスなどが結びつくことで，人と人，
人とモノゴトの間に解決を導く創造の力が発揮されま
す。自己効力感を提唱したバンデューラらは，この力を
集合的な効力感といい激動社会への適応の鍵だとし
ています4。
　これまでの老いの適応に関する人文科学系の研究
では，社会的状況と心の働きや状態との関係性があま
り注目されない傾向がありました。しかし，最近ではこ
の視点の重要性も認識されています。人生をより良く
するためには，社会文化的な文脈で生じる多様で複雑
な現象を考慮する必要があります。標準に照らした画
一的な「モノサシ」による目標設定だけでは，個人の自
律性や多様性が損なわれる恐れがあります。その代わ
りに，個々人の目標追求を尊重しながらも，共通の方向
性を示す「価値」に意識を向けることで，個人と集団
のバランスを取ることが大切になります。単純に個人
の特性や能力を強化するだけでなく，個人の目標追求
を包含して集団全体に共通する価値に向かう意識が必
要です。このような環境を整えることで，創造性を発揮
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する関係性がいきいきとして，人が健康的になれるとい
えます。価値へのパラダイムシフトは，加齢に関わる心
理学の研究において，包括的で網羅的な視点を提供す
るとともに，より効果的なサービスや支援の方法が開発
され人や社会のよりよい生き方の実現に寄与すること
が期待されます。
　シェアダイニングは，目標から価値へのパラダイムシ
フトを心理学の知見と現代のテクノロジーを融合して，
アートと科学の力で実現する最先端の試みです。シェ
アダイニングの特徴は，単に食べて交流するだけの物
理的な過程ではなく，喜びを知覚する体験としての身
体感覚を重視する点です。居場所を選べる多角形の
テーブルや乾杯して情報交換できるカップインターフェ
イス3など，「空間・活動・道具のデザインによる最適化」

で人々の参加意欲を高め，場の「計測・フィードバック
による最適化」を通して諸感覚を働かせる環境設定を
組み込みます（図1）。こうした環境下で，関係性が活
性化して場の喜びを高め合う楽しさを感じられたら，大
抵はこの場にまた戻って来たいと思います。そして何
度も成功した実践が繰り返し行われると，アイデンティ
ティの一部をなすようなつながりを認識する実践コミュ
ニティが築かれるといわれます5。
　「年をとる喜びを感じるには」への答えは，私たちの
間に潜在しています。喜びにあふれた場で観察するか
らこそ，豊かな生き方の鍵となる知恵を導くことができ
るといえます。老いの不安を喜びにするシェアダイニン
グに，つくり手となって参加する人の輪が広がることが
願われます。
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図１　シェアダイニングの共感創出システム


